
[ビッグデータの分析情報]

✕：急減速発生地点

：30km/h超過割合50%以上

[交通事故]

：交通事故発生地点

－凡 例－

ビッグデータを活用した生活道路の交通安全対策

【対策前】 【対策後】

30km/h
超過割合

エリア全体 25.2％

重点対策区間 73.8％

エリア全体 22.7％

重点対策区間 28.6％

30km/h超過割合
サンプル無
20%以下
40%以下
60%以下
80%以下
80%超 対策エリア

時速30kmを超える車の割合が、
重点対策区間で約45％減

により収集される速度や経路、急減速発生地点などの“ビッグデータ”を活用する
ことにより、潜在的な危険箇所を特定し、効果的な交通安全対策を進めることができます。

○ビッグデータの分析内容
・平均速度
・30km/h超過割合
・急減速発生地点
・走行経路(“抜け道”ルート)

○対策内容
・走行速度の抑制
・通過交通の進入抑制

潜在的な危険箇所を特定
≪“見える化”≫

潜在的な危険箇所を含めた
効果的な対策を実現⇒

⇒ 

交通事故の発生状況の確認等
従来からの取組

車両の速度・急減速発生地点等の記録
(ビッグデータ)の分析による
危険箇所の“見える化”

ビッグデータを活用した分析・効果検証 事例
■自動車等の速度と歩行者の致死率

【出典】
警察庁資料より作成
※１「自動車等」とは、自動車、自動二輪及び原動機付自転車をいう。
※２平成29年から令和3年までに車道幅員5.5m未満の道路の単路で発生した人対車両事故の分析による。
※３致死率とは、死傷者数に対する死者数の割合をいう。

自動車等の速度が
30km/hを超えると、
歩行者の致死率が
急激に上昇

・地域の課題や関係部局からの意見等を踏まえ効果的、効率的な
交通安全対策を検討

・ビッグデータの活用により速度超過、急減速発生地点、抜け道等の潜在的
な危険箇所を抽出

⇒効果的、効率的な対策の立案、実施が可能

・地域の関係者等からの要望等を把握

車の速度が大きく、
急ブレーキが発生し、

危険

小学校周辺道路で車の
速度が大きく危険

「ゾーン30プラス」
整備（予定）区域

小学校

【地域の課題の把握】

ビッグデータを活用した取組の進め方

【交通安全対策の検討】

重点対策区間として、
朝の通学時間帯の通行規制と
合わせたライジングボラード、
狭さく、カラー舗装を実施


